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Ⅰ・「守れ いのちを！地域防災講座」の開催

～著名講師・専門家をお招きしての防災講座～

戸建て住宅用免震装置・家具転倒防器具等の技術説明会

・日時 平成２１年１２月２２日(火)

14：00～15：30

・場所 兵庫県職員会館 会議室

・講師 佐藤孝典

（アイディールブレーン株式会社社長）

・議事録 （別途ＣＤＲ作成）

（議事録一部抜粋）

・・電車の中で、ねばねばした粘着マットの上に

柱や梁がついていることを想定した場合、立って

いる人は急ブレーキ掛けるとすぐ倒れます。倒れ

ないようにするためには、しゃがむか吊革をつか

むしかない。これを絵に描くと滑りやすいという

ことと、転倒しやすいということは全く逆の発想

ですね。両方がごちゃごちゃになって議論される

ことが多い。・・・



（議事録一部抜粋）

・・単に力だけを持たせるのでなくて、往復していくうちにエネルギーが減衰していくような仕

組みになっています。そうすると小さな力でも倒れないようにすることができる。早い速度にな

ればなるほど力がおおきくなります。柔らかく止めると、実際家具の重さが 100 キロぐらいあ

っても、かかる力と云うのは 12 キロぐらいで少しです。

これらから想定し、家具 100 キロに対

して２個でやると、6～８キロぐらいで

す。実際に力を測定した数値は、123

キロの食器棚に２個つけてやった時の数

値で、完璧に固定した時には 32 キロあ

り、大きく出ました。逆にやわらかく止

めると、それが８キロでした。感覚的に

は分かりますね、固く止めてしまうと大きな力が瞬間的に出る。ゆるくしてやるとやさしく止ま

り、それが８キロです。力が４分の１になるという根拠です。・・・

（議事録一部抜粋）

・・オフィス家具でも大

丈夫です。オフィス家具

の背中で挟む。後ろの壁

と挟む。このエアーダン

パーは、どこのメーカー

でもない。各メーカーとも、強く止めるということで、金物で止めるとか、ワイヤーで止めると

か、していますがこの方式はない。

手のひらに入る大きさで約 10 セン

チ、世の中に出ている製品で、これ

が一番強いです・・・



Ⅱ・地域防災や減災知識の普及・啓発の活動

１・自主事業

(1) 加西市職員防災研修

・開催日時： 平成 21 年 10 月 30 日(金)

13 時～17 時

・開催場所： 加西市市役所 １階大会議室

・講演者： ひょうご地域防災サポート隊

阿山耕三

・講演相手： 加西市役所職員 80 名

（２回に分けて実施）

・講演内容： 演題 「危機管理の心構え」

① 災害列島日本

② 活発な地震活動

③ 集中豪雨の激化と水害

④ 加西市ハザードマップ

⑤ 加西市地域防災計画に基づく

危機管理のあり方

(2) 大阪府市町村防災対策協議会

・開催日時：平成 22 年 2 月 22 日（月）・ 13:30

・開催場所：吹田市文化会館メイシアター 小ホール

・講演演題：「守れ いのちを！地域の防災」

～自分と家族のいのちを守り助けるために～

・講 演 者：ひょうご地域防災サポート隊

伊藤 道司

・講演相手：大阪府内市町村防災対策協議会

三島ブロック 約 120 名

・講演内容：

1 阪神・淡路大震災の記憶

2 集中豪雨等の被害と教訓

3 必ず起こる南海地震

4 E-デｲフェンスの加震実験

5 風水害のハザードマップ

6 守れ いのちを！地域の防災



２・ひょうご安全の日推進事業

阪神淡路大震災 15 周年記念事業の助成を受け、「守れ いのちを！普及啓発冊子作

成事業」を行い、「安全な住まい方を考える」冊子を印刷製本しました。

阪神淡路大震災では、直接地震で亡くなられた方々の殆どは、住宅の倒壊と火災によ

るものでした。また近年の大地震でも、重軽傷を負われた方々の 30～50％は、家具等

の転倒によるものでした。そのため私たちは、住宅の安全な住まい方、住宅の耐震化、

家具等の転倒防止対策などを促進することが、今後とも重要な課題と考え、平成 21 年

2 月に実施した「守れ いのちを！地域の防災」の講演会を実施しました。その講演会

記録を、地域防災の普及啓発資料として活用できるよう冊子の作成を行いました。

この冊子の発行により、これらの対策の重要性について改めて認識していただけるよ

う、より多くの関係者や県民の方々に配布し、普及啓発に取り組みました。



３・兵庫県県土整備部委託事業

（山崎製パン（株）からの防災活動資金寄付による事業）

昨年（平成21年）8月、台風9号豪雨により千種川水系を始めとして、県西北部を中心

に大きな災害が発生しました。

これらの度重なる災害から、県では早期の復旧・復興に努めるとともに、災害から得た

貴重な経験や教訓を生かし、近い将来に発生が懸念される東南海・南海地震、そして被害

の規模が毎年増大する風水害などの自然災害に対し、総合的な防災対策、減災対策を推進

し、安全な地域づくりを進めています。

私たちは、防災に関するボランティア活動の一環として、兵庫県県土整備部の委託を受

けて、防災知識の普及啓発活動を一般県民や自主防災組織、市町職員等を対象に県下各地

域で実施しました。

防災知識普及啓発推進業務 活動箇所一覧表

年 月 日 受 講 者 会 場 講演等

担当

平成 2１年

10月20日 西脇市職員防災研修 160 名 西脇市 ﾏﾅﾋﾞー ﾀﾌ ﾗ゚ｻﾞ

武部

10月2５日

多可町中区中村町地区

自主防災組織防災研修 80名 中村町ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

阿山

11 月 9 日 丹波市幹部職員防災研修 70名 丹波市 氷上保健ｾﾝﾀｰ

伊藤

11月21日

淡路県民局 防災セミナー

（阪神･淡路大震災 15 周年記念）
食の島あわじうまいもんフェア 50 名

洲本市 文化体育館

西垣

11月25日

阪神南県民局等

ひょうご防災カレッジ 150 名 尼崎市 ｱﾙｶｲｯｸﾎｰﾙ･ﾐﾆ

高崎

11月28日

佐用町利神小学校区４地域づくり

協議会防災研修 100 名 佐用町 平福体育館

阿山

12月24日 市川町管理職防災研修 20名 市川町 就業改善ｾﾝﾀｰ

阿山

平成 22 年

2 月 19 日

伊丹市自主防災リーダー

推進大会 250 名

伊丹市 労働福祉会館

ｽﾜﾝﾎｰﾙ

西垣

2 月 20 日 三木市自主防災組織研修会 280 名 三木市 文化会館 小ﾎｰﾙ

寺田

3 月 21 日

佐用町

ひめとり線開通 災害復興ｲﾍ ﾝ゙ﾄ

防災普及啓発パネル展示 100 名

佐用町

姫路鳥取線ｲﾍ ﾝ゙ﾄ会場

高 崎 ・ 武

部

阿山



１・西脇市職員防災研修

・開催日時：平成 2１年 10 月 20 日(火)

・開催場所：西脇市マナビータプラザ

3 階大会議室

・講演者： ひょうご地域防災サポート隊

武部信行

・講演相手：西脇市役所職員

参加人数：160 名（２回に分けて実

施）

・講演内容：

演題 「危機管理の心構えについて」

～最近の風水害、阪神・淡路大震災

などの経験から～

①あとをたたない大災害・最近の災害から

②阪神・淡路大震災と 23 号台風の記憶

③地震発生メカニズムと山崎断層被害想定

④都兵庫県のＣＧハザードマップ、土砂災

害防止への取り組み

⑤地域防災の重要性

２・多可町中区中村町

自主防災組織防災研修会

・開催日時：平成 21 年 10 月 25 日（日）

13 時 30 分～15 時

・開催場所：中村町コミュニティセンター

多目的ホール

・講演者 ：ひょうご地域防災サポート隊

阿山耕三

・講演相手：中村町自主防災組織住民

参加人数 80 名

・講演内容

演題 「浸水想定図からひろがる光景

～災害に強いむらづくり～」

①平成 20 年の集中豪雨

②近年の雨災害

③都賀川水難事故

④防災リーダーの役割



３・丹波市幹部職員防災研修会

・開催日時：平成 21 年 11 月 9 日（月）

15 時 30 分～17 時

・開催場所：丹波市 氷上保健センター

・講演者 ：ひょうご地域防災サポート隊

伊藤 道司

・講演相手：丹波市 幹部職員 70 名

・講演内容

演題 「自然災害と危機管理」

～リーダーに求められる役割を考える～

①自然災害と危機管理

②集中豪雨の激化

③16 ・ 23 号台風、21 ・ 9 号台風などの教

訓

④阪神・淡路大震災から 15 年

⑤丹波市で想定される主な災害と地域防

災計画

⑥リーダーに求められる役割を考える

４・淡路県民局 防災セミナー

（阪神・淡路大震災 15 周年記念）

・開催日時：平成 21 年 11 月 21 日（土）

13 時～14 時

・開催場所：洲本市文化体育館２階会議室

・講演者 ：ひょうご地域防災サポート隊

西垣嘉夫

・講演相手：食の島「あわじ」うまいもんフェアー

実行委員会 参加人数 50 名

・講演内容

演題 災害に対する普段からの備え

～平成 16 年台風 23 号などを教訓に～

①都賀川水難事故の状況と教訓

②台風 23 号の災害原因と教訓

③教訓から生まれた新たな制度など

④台風災害からの復興の状況と淡路の

災害史



５・阪神南県民局

平成２１年度ひょうご防災カレッジ 阪神地域防災講演会
・開催日時： 平成 21 年 11 月 25 日（水） 13 時 30 分～16 時

・開催場所： 尼崎市総合文化センター アルカイックホール・ミニ「玉翔の間」

・講演者 ： ひょうご地域防災サポート隊 高崎伸彦

・講演相手： 主催 兵庫県阪神南県民局、阪神北県民局、尼崎市、 阪神南・阪神北県

民局管内の県及び市の防災担当職員並びに自主防災組織の方々 150 名

・講演内容 演題 「豪雨災害への備えについて」

1 最近の被災状況阪神北部の地理

2 防災・減災のため何を？（ハザードマップや DIG 演習など）

3 防災情報を知る 等

６・佐用町利神小学校区４地域づくり協議会防災研修

・開催日時：平成 2１年 11 月 28 日（土） 19 時～20 時 30 分

・開催場所：佐用町 平福体育館

・講演者 ：ひょうご地域防災サポート隊 阿山耕三

・講演相手：利神小学校区４地域づくり協議会 住民 １００名

・講演内容：演題 「災害への備え」～地域ができることは～

①災害列島日本 ②活発な地震活動 ③集中豪雨の激化と水害

④佐用町のハザードマップ

⑤自主防災組織の重要性



７・市川町管理職防災研修

・開催日時： 平成 2１年 12 月 24 日（木） 13 時 30～15 時 30 分

・開催場所： 市川町 就業改善ｾﾝﾀｰ 研修室

・講演者 ： ひょうご地域防災サポート隊 阿山耕三

・講演相手： 市川町 管理職員 ２０名

・講演内容：演題 「危機管理の心構えについて」

①災害列島日本 ②活発な地震活動

③集中豪雨の激化と水害 ④市川町のハザードマップ

⑤市川町地域防災計画に基づく危機管理のあり方

８・伊丹市消防記念日「自主防災リーダー推進大会」記念講演

・開催日時： 平成 22 年 2 月 19 日(火) 14 時 30 分～16 時

・開催場所： 伊丹市労働福祉会館 スワンホール

・講演者 ： ひょうご地域防災サポート隊 西垣嘉夫

・講演相手： 伊丹市自主防災組織・事業所などの防災リーダー ２５０名

・講演内容：演題 「災害事例に学ぶ 普段からの備え」

～ひょうご地域防災サポート隊の活動を通して～

①伊丹の都市化の変遷、②都賀川水難事故の状況と教訓

③台風 23 号・台風９号の状況と教訓 ④阪神大震災とその後の地震の教訓

⑤自主防災組織の活動実態とサポート隊からの提案、DIG のすすめ



９・三木市自主防災組織研修会

・開催日時： 平成 22 年 2 月 20 日（土） 14 時 40 分～16 時 20 分

・開催場所： 三木市文化会館 ２階 小ホール

・主 催 ： 三木市

・講演者 ： ひょうご地域防災サポート隊 寺田良幸

・講演相手： 三木市自主防災組織 自治会 消防団 防災士 ２８０名

・講演内容：演題 「最近の災害の特徴と急がれる災害時要援護者支援体制」

①三木市の地理と災害 ②最近の災害の特徴

③急がれる災害時要援護者支援体制

１０・ひめとり線開通災害復興イベント

・開催日時： 平成 22 年 3 月 21 日(日) 9 時～13 時

・開催場所： 佐用町 姫路鳥取線開通記念プレイベント会場

・説明者 ： ひょうご地域防災サポート隊 高崎伸彦・武部信行・阿山耕三

・説明相手： 姫路鳥取線開通記念プレイベント参加者 100 名

・防災普及啓発パネル展示

「佐用川 復興計画」パネル展示

「平成 16 年台風第 23 号災害からの復興」パネル展示

①出石川災害復旧助成事業 ②加古川激甚災害特別緊急事業

③洲本川激甚災害特別緊急事業



・事業総括

阪神南、阪神北、北播磨、中播磨、西播磨、丹波、淡路県民局管内の７地域で１０回の

防災講演会を開催し、1,260 名の多くの方々にご参加を頂いた。参加頂いた皆さんは、一

般住民の方や自主防災組織の方、市町職員、消防団、各種ボランティアなど様々な方々で

した。

講演では、佐用町の水害を始め都賀川などの集中豪雨の恐ろしさを紹介し、自助・共助

の大切さ、地域防災力や自主防災力の重要性について理解を求めた。また、活発化する地

震活動の現状を解説するとともに、住宅の耐震化や家具の転倒防止策の重要性も訴えまし

た。

各講演担当者は、防災面から見た各地域の特性等を事前に充分調査し、地域の状況を踏ま

えた講演を行うように努めました。

参加者を対象としたアンケート調査では、最近頻発する国内外での自然災害を反映して

か、一般的な防災に関する認識や取組について高い防災意識が確認されました。

但し、災害時用の「非常持出袋」の準備に関しては、実に 3 分の 2 の人が準備をしてお

らず、必要と分かっていてもなかなか準備をしていない実態が浮き彫りになりました。簡

単に準備が出来る最小限の「非常持出袋」の事例を PR することも必要と思われます。

避難する時期や経路など具体的な避難の方法を、あらかじめ考えていないと答えた人は2

分の 1 弱と多数でした。佐用町の

避難時遭難事故の例もあり、今後

地域に合った避難のあり方につい

て研究することが大切です。

また携帯電話を用いた緊急情報

伝達の一つである「ひょうご防災

ネット」への登録についても、ア

ンケート結果からは更なるＰＲが

必要と思われます。

この度のように、防災に積極的に協力や支援をする企業への評価や期待は非常に高く、

今年度のような取り組みを今後も続けて行くことを参加者は望んでいます。

アンケート時の意見とし

て、①自主防災組織の強化

が重要 ②緊急時の連絡網

整備や避難のあり方 ③防

災訓練や防災研修の必要性

④ハザードマップの改善

⑤気象や防災グッズの質問

などが寄せられました。



Ⅲ・地域コミュニティの防災力向上に関する研究・提案事

業

―ひょうごボランタリー基金 行政・ NPO 協働事業助成（NPO 提案型）事業―

19 年度に企画提案した 6 つの事業について、20 年度に事業化計画を策定、21 年度

に事業実施しました。

１ 地域防災指導者の育成・登録・派遣システムの提案

１）・ 20 年度 事業化計画の提案

淡路、西播磨、但馬管内を重点的に、さらに研修が必要との提案と要望を行い、あわ

せて登録・派遣制度についても提案を行いました。

また、県との協働の方策について、基本的な役割分担を取り決めて、相互に協力しな

がら地域防災力の向上を図ることとしました。

２）・ 21 年度 事業実施事項

兵庫県では引き続き 21 年度も“ひょうご防災リーダー研修”を実施することとし、

登録・派遣制度については、平成 21 年度から「ひょうご防災特別推進員制度」を発足

させ、県下の各地域の防災力の向上を推進することとしています。

この「防災特別推進員制度」との協働については、お互いに機能分担しながら連携・協

働して地域の防災力向上を推進することとしました。

２ 地域防災マニュアル案の点検と引き継ぎ用試案の作成

１）20 年度 事業化計画の提案

地域防災マニュアルの作成にあたり、地域コミュニティ単位の引き継ぎ用として必要

な項目を整理し提案しました。

２）21 年度 事業実施項目

多可町中村町でワークショップやヒアリングを行うなどにより、引き継ぎ易い標準的

な「自治会や自主防災組織と連携した防災マニュアル（案）」を作成した。

しかし、中村町の計画づくりと並行作業したことから、中村町の計画に準じたマニュ

アル（案）となりました。

今後、地域特性などに対応できる（案）とするため、引き続き調査研究していきたい。

① 多可町中村町でワークショップを

3 回実施

活動内容：中村町防災行動計画づくりのサポート

サポート者： 伊藤・梶谷

サポート相手：中村町防災行動計画づくり委員会

ア・第 1 回ワークショップ

・開催日時：平成 21 年 11 月 27 日（金）



19：30～21：45

・開催場所：中村町コミュニティセンター

＊中村町は約３５０世帯、人口約 1,200 名

・講演内容・防災マニュアルの必要性等

・簡単な DIG 訓練を指導

・組織体制作りと防災行動計画の骨子

イ・第２回ワークショップ

・開催日時：平成 22 年 1 月 29 日（金）

19：30～22：00

・開催場所：中村町コミュニティセンター

・講演内容：・非常時の応急活動骨子

・非常時の組織体制

ウ・第３回ワークショップ

・開催日時：平成 21 年２月 20 日（土）

19：30～21：00

・開催場所：中村町コミュニティセンター

・講演内容 :・初動期の考え方に助言等

・世帯台帳の作成等

② ワークショップを踏まえて「標準的な地域防災マニュアル案」を作成

3 防災研修等による防災知識・防災活動の普及・啓発

１）20 年度 事業化計画の提案

地域コミュニティの防災力向上には、計画的な防災知識・防災活動の普及啓発が必要

なため、それぞれの県民局の活動方針を踏まえて推進するものとし、地域防災指導者の

育成・登録・派遣システムの構築という目標も見据えながら進めていくことを提案しま

した。

２）21 年度の事業実施事項

各地域における防災知識・防災活動の普及・啓発や総合防災訓練でのブース展示と説

明会の実施などの普及・啓発活動を実施しまし

た。

(1)・防災知識の普及・啓発や防災訓練での

ブース展示・説明会

① 太子町北之町防災研修

ア 開催日時： 平成 21 年 5 月 17 日（日）



9：30～12：00

イ 開催場所：太子町 北之町公会堂

ウ 講演演題：「あなたの住まいは 地震がきても大丈夫ですか？」

エ 講演相手：北之町自治会、自主防災組織 参加者数：100 名

オ 講 演 者：伊藤 道司

カ 講演内容：

・阪神・淡路大震災の記憶

・必ず起こる南海地震

・兵庫県内の内陸部地震

・ E-デフェンスでの加震実験

・家庭ですべき地震対策

・防災力の向上をめざして

・兵庫県 CG ハザードマップ

② 丸山大学園 防災研修

ア 開催日時：平成 21 年 9 月 17 日（木）10：00～11：30

イ 開催場所：姫路市立香寺公民館 多目的ホール

ウ 講演演題：「守れ いのちを！地域の防災」

エ 講演相手：香寺町丸山大学園（教養講座）参加者数：177 名

オ 講 演 者：伊藤道司 （補助者 武部 信行）

カ 講演内容：・あとをたたない大災害 ・ 16･23 号台風などの教訓

・阪神・淡路大震災の教訓 ・香寺で予想される主な災害

・守れ いのちを！地域の防災

③ 香寺女性セミナー防災研修

ア 開催日時：平成 21 年 9 月 25 日（金） 10：30～12：00

イ 開催場所：姫路市立香寺公民館 多目的ホール

ウ 講演演題：守れ いのちを！「あなたが主役 地域の防災」

エ 講演相手 団体名：香寺女性セミナー（教養講座）参加者数：92 名

オ 講 演 者：伊藤 道司 補助者：永井(PO 操作)、金川(カメラ)

カ 講演内容：

・阪神・淡路大震災の記憶、必ずおこる東南海・

南海地震、家庭ですべき地震対策

・風水害からいのちを守る

・あなたが主役 地域の防災

④ 宝塚市総合防災訓練

ア 開催日時：平 22 年 1 月 15 日（金） ９：３０

イ 開催場所：宝塚市末広防災公園



ウ 啓発方法：宝塚市総合防災訓練兵庫県阪神北県民

局の展示・ブース内来場者への防災知

識の説明・啓発

エ 啓発対象：防災訓練の一般見学来場者、訓練参

加

者など 訓練の主催者：宝塚市

参加者数：約 1,000 名

オ 説明者： 西垣嘉夫、山口征宏

（県民局 2 人、フェニックス共済推進員 2

人）

カ 説明概要：

・住宅の耐震診断・耐震改修のすすめ

・家具の転倒防止対策のすすめ ・集中豪雨の

教訓など

⑤ 三田市総合防災訓練
ア 開催日時：平成 22 年１月 24 日（日）

13：30～16：00

イ 開催場所：城山公園陸上競技場

ウ 対象者： 総合防災訓練参加者数：500 名

エ 説明者： 寺田良幸、梶谷義昭

オ 業務概要：訓練場に設営された兵庫県阪神北県民局・ NPO 法人ひょうご地域防災サポ

ー

ト隊の展示ブースの内容説明・紹介など

⑥ 尼崎市大庄地区西大島社会福祉協議会防災研修

ア 開催日時：平成 22 年１月３０日（土） 10：30～12 ;00

イ 開催場所：兵庫県立 尼崎西高等学校

ウ 講演演題：防災出前講座

最近の被災状況及び防災・減災のため何を？DIG 演習など

エ 講演相手：尼崎市大庄地区西大島自主防災会 参加者数：５００名

オ 講 演 者：高崎 伸彦 補助者：西垣嘉夫

カ 講演概要：以下の内容について約４０分講演

・最近の被災状況

・防災・減災のため何を？（ハザードマップや DIG 演習など）

・防災情報を知る

⑦ 上郡町赤松地区防災研修

ア 開催日時： 平成 22 年 2 月 14 日（日）

イ 開催場所： 赤松地区公民館 2 階 研修室

ウ 講演演題：守れ いのちを！地域の防災～災害に備えた地域の安全を考える～



エ 講演相手：赤松地区 各自治会代表者等 参加者数：80 名

オ 講演者 伊藤 道司

カ 講演概要

・豪雨災害は年々激しさを増加・集中豪雨における被害と教訓

・赤松地域のハザードマップ他

・守れ いのちを！ 地域の防災―防災マップづくりをしませんか！

４ DIG 等による防災知識・防災活動の普及・啓発

１）20 年度 事業化計画の提案

前・広域防災センターの長谷川和正氏の協力を得て検討し、「２～３時間でできる防

災マップづくり」の事業化計画を提案しました。

２）21 年度 事業実施事項

「2～3 時間でできる防災マップづくり」を数か所の地区で試行し、あわせて「DIG

による防災訓練」や「DIG 訓練に時間軸を組み入れた図上訓練」（DIG による図上訓

練）を試行しました。

(1)「ひょうご地域防災サポート隊」DIG 自主訓練・研究

「2～3 時間でできる防災マップづくり」について、役員でモデル地区を設定して実施

訓練を行い、体験し検証しました。

① DIG 自主訓練・研究・ DIG 研修会

・日時： 9 月 30 日

・場所： 県職員会館

・モデル地区：

楠町 1 丁目

下山手通 9 丁目



（２）DIG 訓練の実施

地域の要請や各種条件および研修対象者などによって、それぞれの防災研修ごとに、

「DIG 訓練」や時間軸を取り入れた「図上訓練」の手法や、その内容および進め方の工

夫により、楽しく新しい発見のある効果的な短い時間でできる防災研修を企画して実施

しました。このことが重要な視点であり、引き続き今後も調査・研究してまいります。

① 三木市防災リーダーの会 DIG 訓練

・ 開催日時：平成 21 年 3 月 8 日

・ 開催場所：市役所 5 階会議室

・ 研修相手：三木市防災リーダーの会

３０名

・ 研修指導：伊藤 高崎

・ 研修内容

ア オリエンテーション（8:05～8:20）

イ 現地確認（8:20～9:20）

ウ 参加型災害図上訓練(DIG)の概要説明

エ 参加型災害図上訓練(DIG)の演習

オ 発 表（15:25～15:45）

カ 総括と講評

② 多可町中村町防災行動計画作成

（再掲）

③ 太子町北之町 DIG 訓練視察

（午前講演会・ 再掲）

視察立会者：伊藤 道司

④ 川西市自主防災組織連絡協議会 防

災研修会

・日 時：平成 21 年 11 月 29 日（日）



・会 場：川西市役所内会議室 ７階

・主 催：川西市自主防災組織連絡協議会

・事務局：川西市総務部危機管理室

・参加者：14 防災会×６人＋市職員など

９０人・サポート隊 ８人

・研修目的：

ア 初歩的な DIG 訓練の実習を通じて DIG

訓練の手法や効果を研修する

イ 今後、各自主防災会内でDIG訓練に取

り組む機運を醸成する

ウ 今後各防災会での DIG 訓練支援策

（市・

サポート隊のお手伝い）を説明

（DIG 実習研修シナリオ）

ア 各室の進行役は伊藤と西垣

各テーブルのファシリテーター

・市のひょうご防災リーダー 7 人

・市の職員 3 人

・サポート隊 8 人 が務める

イ 進行役の簡単な自己紹介と使用図面、

防災マップの確認 （伊藤・西垣）

ウ テーブルごとにファシリテーターの

簡単な自己紹介（各ファシリテータ

ー進行）

エ 実習開始

最大の目的は「今後、自主防災会内ある

いは町内会でＤＩＧ訓練をやろう」という

機運。



⑤ 篠山市職員防災研修

・日時： 平成 22 年 1 月 13 日（水）・ 14 日（木）計４回に分けて研修

・会場： 篠山市市民センター 多目的ホール

・対象： 篠山市職員（係長以上）約１８０人 （４回×８班×５～７人）

・目的： 災害に際し職員としての的確かつ柔軟な対応、所属部署での役割、取るべき

行動について、図上訓練を通じて危機時の対応力を高めるとともに、その成果を地域防

災計画で具体の運用マニュアル作りに生かす。

訓練に先立ち最近の雨災害の特徴・課題などについて学び、情報の共有を図る。

・講演および講評： 伊藤

・図上訓練の全体進行、条件提示： 西垣

・ファシリテーター

伊藤、西垣、阿山、梶谷、高尾、武部、高崎、寺田、中濱、前田

（訓練その１）

休日、夜間、自宅にいるときを想定

（例、200X 年 7 月 10 日（土）19～23 時 ）

（訓練その２）

１回目の条件提示に引き続き災害などの

発生後を想定

（例、200X 年 7 月 11 日（日）03～15 時 ）



⑥ 阪神北県民局管内市町 防災研修会

・ 日時 平成 22 年 3 月 9 日(火)

・ 場所 宝塚総合庁舎 地下会議室

・ 講師 伊藤・高崎・西垣

・ 参加者 県職員、市町防災関係担当者（防災、

土木職員等）消防、警察関係等約２０名

・目的、効果等

市町職員を対象に図上訓練を実施することにより、

住民向けＤＩＧの手法を修得し、地域に戻った際

に、地域の防災力を向上させるために実施する。

県民局と市町及び地域住民が連携して

実施することで地域の防災意識、連帯

意識が高まる。

・研修内容

ア 災害図上訓練・リーダー講座

イ 講師による講義

ウ 災害図上ＤＩＧ演習

エ その他

５ 住宅耐震化対策の説明・ＰＲ用パワーポイント等の作成

１）20 年度 事業化計画の提案

調査研究成果や、E-デｲフェンスを用いた振動実験映像などを活用し住宅の耐震化を

普及・啓発するために、耐震化の必要性と対策等の説明・ＰＲ用パワーポイントなどを

作成しました。

２）21 年度 事業実施事項

説明・ＰＲ用パワーポイントなどにより、特に地震防災、安全な住まい方を中心に据

えた防災・減災の出前講座・講演会・研修会やイベントなどへ参加し、地域コミュニテ

イーの防災力の向上を図っていきます。

また、「体験を踏まえての耐震改修促進の課題」を耐震工事の完成を待って、「わが

家の耐震対策工事」として、普及・啓発用パワーポイントにとりまとめました。

K 氏邸の（神戸市内）の耐震改修促進事業の実績報告

（「わが家の耐震対策工事」）



６ 家具等の転倒防止対策

１）20 年度 事業化計画の提案

E-デｲフェンスの振動実験映像や東京消防庁の調査・研究結果などを活用し、家具等

の転倒防止対策の必要性や対策等をまとめ、また、本法人の役員が挑戦した「わが家の

挑戦（家具等の転倒防止対策）」をパワーポイントにまとめ、普及・啓発しました。

２）21 年度 事業実施事項

転倒防止対策の必要性や、対策等の説明、地震防災、安全な住まい方を中心に据えた

防災・減災の出前講座・講演会・研修会の実施やイベントなどへの参加により、地域コ

ミュニティの防災力の向上を図りました。

また、専門家をお招きして「住宅等の地震対策技術説明会」を開催し、耐震化や家具

等の転倒防止対策の調査・研究を行いました。

（１）講演会・研修会の実施やイベントなどへ参加

① ＰＲ用ガイドやチラシおよびパワーポイント等、防災研修などで活用しました。

② ＰＲ用ガイドや、チラシの更新をしました。

（２）家具等の転倒防止対策の実施

① H20～H21 にわたり、K 氏邸で実施した「わが家の耐震対策工事」と、Ｋ氏



邸・Ｉ氏邸で実施した家具の転倒防止対策等を検証しました。

（３）技術説明会の開催

（再掲）

７ 3 カ年の取り組みの整理と、とりまとめ

「地域コミュニティーの防災力向上に関する事業報告書（別冊）」として取りまと

め、協力していただいた関係市町や、関係団体に配布し、今後も防災力向上に地域

と協働して取り組んでまいります。



我々の地域防災活動への

ご支援ご協力

ありがとうございました

今後ともよろしくご指導ください

平成 22年 8 月

ひょうご地域防災サポート隊

特定非営利法人 ひょうご地域防災サポート隊

役員 代表 伊藤道司

阿山耕三 梶谷義昭 久井常之 高尾善昭 高崎伸彦 武部信行

寺田良幸 中濱公生 西垣嘉夫 前田昌俊 溝口壽孝 山口征宏


